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平成 29 年３月

大山崎町

豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る
た
め
、
と
も
に
緑
を
守
り
、
創
り
、
育
も
う 



町長あ
 

今後、

行政が、

いります

結びに

上げます

 

 

 

 

 

●計画

 緑の基

ープラン

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
●計画

 この計

 

●対象

本計画

●対象

 この計

れた土地

のとしま

 

京

大

大

大

あいさつ 

この「大山

それぞれ持

す。 

にあたり、計

す。 

の位置づけ

基本計画は、

ン｣等に即して

の目標年次

計画の目標年

となる区域

画の対象区域

とする緑地

計画の対象と

地と、農地、

ます。 

京都府にお

大 山 崎 町 第

大山崎町都市

大 山 崎 町

大山崎

水運の拠

輝かしい

平成17

山崎町緑

た。 

このた

や、第４次

したこと

を、施策展

山崎町緑の基

持っている特

計画策定にご

け 

京都府にお

て作成する計

次 

年次は平成 3

域 

域は、都市計

地 

とする緑地は

公園、河川

 

ける上位計

第 ４ 次 総

市計画マスタ

緑 の 基 本

崎町は、天下

拠点とされた

い歴史ととも

7年10月には

緑の基本計画

たび、策定後

次総合計画や

とから、「豊か

展開のテーマ

基本計画」に

特色を活かし

ご意見、ご尽力

おける上位計

計画です。

37 年としま

計画区域全域

は、公共用地

・ため池の水

計画など

合 計 画

ープラン

本 計 画

1 

下分け目の「山

た桂川、宇治川

もに発展して

は、緑に関す

画」を策定して

後約 10 年あま

や大山崎町都

かな自然と共

マに掲げた「

沿って、将来

ながら、協働

力を賜りまし

計画や｢大山崎

ます。 

域（＝町全域

地、民間用地に

水辺空間など

山崎の合戦」

川、木津川の

きた町であ

する施策を総合

て、緑あふれ

まりが経過し

都市計画マス

共生するため

大山崎町緑

来の緑の都市

働により、地

した関係皆様

崎町第４次総

）とします。

に関わらず、

ど都市におけ

町内の諸計

で有名な天

の合流地点に

ります。 

合的かつ計画

れるまちづく

し、大山崎町

スタープラン

め、ともに緑を

の基本計画」

市像を実現す

地域の環境づ

様に対しまし

大山

総合計画｣｢大

。 

、樹林地や樹

けるオープン

計画・プロ

天王山を抱え

にあって、豊

画的に推進す

くりを進めて

町を取り巻く

ンなどの上位

を守り、創り

」の改定を行

するため、住

づくりを、一

して、心から

平成

山崎町長 山

大山崎町都市

樹木、芝生、

ンスペースを

ロジェクト 

え、古くから

豊かな自然と

するため「大

てまいりまし

情勢の変化

位計画を改定

り、育もう」

行いました。

住民・企業・

一層進めてま

らお礼を申し

成 29 年 3 月

山本 圭一

市計画マスタ

草花で覆わ

を広く含むも

大

し

化

定

 

し

 

一 

タ

わ

も



 
 
 

大山崎

川敷が形

天王山

残されて

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●緑の

町

歩

市

身

公

民

緑

崎町は、町域

形成されてお

山と桂川の間

ており、都市

の課題 

町のシンボル

歩行者・自転

市街地におけ

身近な公園の

公共の緑の創

民有地緑化の

緑の住民活動

域の西半分が

おり、町のシ

間の平坦地に

市における田

 

ルである天王

転車の動線と

ける貴重なオ

の充実 

創出 

の促進 

動の充実 

が天王山を中

シンボルとな

には市街地が

田園環境を形

王山や桂川等

となる緑のネ

オープンスペ

2 

心とした山地

なっています

が形成されて

形成していま

の自然環境の

ットワークの

ースである農

地の緑に覆わ

。 

、都市化が進

す。 

の維持・保全

の形成 

農地の保全と

われ、南部に

進行している

全 

と活用 

には桂川が流

るものの、比

流れ、広い河

比較的農地が

河

が



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●計画の

 

 

 

 

・緑地確

・公園

・都市

・新設

・住宅

・まち

●緑の将

～基本
今ある

や民間

の重要

割を果

行政の

を進め

の目標 

確保目標量：

緑地に対する

市公園等の整備

設公園の緑化目

宅の緑化目標

づくりへの町

将来像図 

本理念～ 
る緑を保全す

間事業者のみ

要性が叫ばれ

果たします。

の力、住民の

めることによ

 

：10.4％（将

る満足度：4

備目標量：1

目標：30％以

：6％以上 

町民の参加・

する活動や、

みなさんの力

れている現在

。 

のみなさんや

よって、自然

将来市街地面積

9.5％ 

0 ㎡/人以上

以上 

協働への満足

身近な緑を

力が不可欠な

在においては

や民間事業者

然と共生する

3 

積に対する割

上 

足度：16.5

を増やす活動

なものです。

は、住民のみ

者のみなさん

る将来の大山

■拠点の構

■軸の構成

■面の構成

割合）、48.2

％ 

動には、行政

地域からの

みなさんや民

んの力を集め

山崎町が実現

構成…駅周辺

成…桂川（淀

さとの道

成…天王山の

の緑を活

を埋める

％（都市計画

政の力だけで

のまちづくり

間事業者のみ

め、組み合わ

現していくも

辺、役場周辺

淀川）、小泉川

道 

の緑、桂川（

活用するゾー

る緑、緑豊か

画区域面積に

はなく、住民

、住民主体の

みなさんの力

せ、協働によ

ものと考えま

辺、IC・JCT

川・小畑川、

（淀川）の水辺

ーン、工業地

かな落ちつい

に対する割合）

民のみなさん

のまちづくり

力が大きな役

よる緑の活動

す。 

T 周辺 

（仮称）ふる

辺空間、農地

の緑、市街地

いた住宅地 

）

ん

り

役

動

る

地

地



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施 策

町のシンボ

天王山や桂

然環境の維

歩行者・自

線となる緑

ワークの形

市街地にお

なオープン

である農地

活用 

身近な公園

公共の緑の

民有地緑化

緑の住民活

【緑の課

策展開のテ

豊 かな

ルである

川等の自

持・保全 

転車の動

のネット

成 

ける貴重

スペース

の保全と

の充実 

の創出 

の促進 

活動の充実 

課題】 

 

大
切
な
緑
を
守
り
、
活
か
し
ま
す 

身
近
な
緑
を
創
り
ま
す 

み
ん
な
で
緑
を
育
み
ま
す 

テーマ 

な自 然 と共

【緑の基本方

市街地を

伝えます

天王山

む自然資

代に継承

まちに緑

身近な

町役場や

でまちの

点づくり

みんなで

ります

「大山

度」など

自発的活

ニティ形

みづくり

共生 す るた

方針】

まちなか

 市街地

といった

共生する

小さな緑

 住宅や

施設など

業、行政

す。 
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を囲む豊か

す 

山と桂川の

資産を大切に

承します。

緑の基盤をつ

な公園の整備

や駅周辺、IC

の顔にふさ

りを進めます

で緑を育む

山崎町公園

どの協働参画

活動機会の

形成の後押

りを進めてい

ため 、 とも

かの緑を活用

地内の河川や

た身近な緑

るまちづくり

緑を増やしま

や工場、事業

どの敷地内緑

政が役割分

【施策方針

な自然を守

市街地をか

に保全し、次

つくります

備と適正管理

C・JCT 周

わしい緑の

す。 

しくみをつ

サポーター

画制度により

創出やコミ

しをする仕

いきます。

もに 緑 を守

用します 

や樹林地、農

と人の営み

りを進めます

ます 

業所、公共公

緑化を住民、

担して進め

針】 

守り

かこ

次世

理、

周辺

の拠

つく

ー制

り、

ミュ

仕組

守り 、 創り

農地

みが

す。

公益

企

めま

天王

天王

桂川

水辺

身近

農地

公園

道路

シビ

駅周

ＩＣ

住宅

工場

公共

緑の

緑化

緑化

り、育 も

王山の保全・活

王山と調和する

の保全・活用

辺空間の保全

近な樹林・樹木

地の活用 

園・緑地の整備

路の緑化 

ビックゾーンの

辺の緑化 

・ＪＣＴ周辺

宅地の緑化 

場や事業所の緑

共公益施設の緑

の活動団体の育

化の支援体制づ

化意識の啓発 

【基本施

もう 

活用 

る風景づくり

用 

・活用 

木の保全 

備 

の緑化 

辺の緑化 

緑化 

緑化 

育成 

づくり 

施策】 

り



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①天

②近

③観

 
 

①高

②良

③高

 
 

①淀

②淀

③整

④河

天王

天王

桂川

 
 

①小

②小

③河

④管

⑤た

 
 
①保

②公

 
 
①農

②遊

③生

水辺

身近

農地

 
 

①公

②散

③特

④誰

⑤ワ

⑥防

⑦維

⑧小

公園

 
 
①道路

②国道

③狭幅

④維持

道路

具体

天王山自然環

近郊緑地保全

観光・散策ル

高度地区指定

良好な住宅地

高架構造物の

淀川河川公園

淀川河川公園

整備済河川敷

河床整備の促

王山の保全・

王山と調和す

川の保全・活

小泉川水辺環

小泉川と京都

河川敷公園の

管理用道路の

ため池の保全

保存樹・保存

公園・緑地と

農地活用によ

遊休農地やあ

生産緑地地区

辺空間の保全

近な樹林・樹

地の活用 

公園の充実 

散策空間の整

特徴のある公

誰もが利用で

ワークショッ

防火機能の向

維持管理への

小規模公園の

園・緑地の整

路の緑化 

道 171 号の

幅員道路の緑

持管理への協

路の緑化 

体的施策

 

環境の保全と

全区域、風致

ルートの整備

定を踏まえた

地環境の維持

の緑化 

園自然地区の

園の整備促進

敷公園の維持

促進 

・活用 

する風景づく

活用 

環境整備事業

都第二外環状

のエントラン

の活用 

全 

存樹林の指定

としての保全

よる緑化の推

あぜ道の修景

区の保全 

全・活用 

樹木の保全 

整備 

公園づくり 

できる公園づ

ップによる公

向上 

の協働参画 

の適正管理 

整備 

の緑化 

緑化 

協働参画 

策 

と回復 

致地区、鳥獣

備 

た眺望 

持 

の保全 

進 

持管理 

り 

業の促進 

状線が一体化

ンスづくり

定 

全 

推進 

景 

づくり 

公園づくり
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獣保護区指定

化した歩行者

定の継続 

者空間づくり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

①多

②高

シビ

 
 

①Ｊ

駅周

 
 

①ま

②歩

③小

ＩＣ

 
 

①緑

②接

③小

住宅

 
 

①工

②企

③事

工場

 
 

①公

②避

③地

④教

公共

 
 

①緑

②緑

③緑

緑の

 
 

①支

②緑

緑化

 
 

①緑

②緑

③広

④コ

緑化

多様な緑化に

高齢者等とと

ビックゾーン

ＪＲ山崎駅・

周辺の緑化 

まちの顔とな

歩行者に配慮

小泉川と一体

Ｃ・ＪＣＴ周

緑地協定等の

接道部緑化の

小規模住宅の

宅地の緑化 

工場の沿道緑

企業のスポー

事業所の緑化

場や事業所の

公共公益施設

避難場所の防

地域住民とと

教育施設にお

共公益施設の

緑化活動の把

緑化活動のＰ

緑化推進リー

の活動団体の

支援組織等の

緑の窓口づく

化の支援体制

緑のイベント

緑化教育の推

広報紙の活用

コンクールへ

化意識の啓発

 

によるまちの

ともに進める

の緑化 

阪急大山崎

なる緑化演出

慮した緑空間

体化した緑空

周辺の緑化 

の維持 

の指導 

の緑化の指導

緑化 

ーツ施設の開

化 

の緑化 

設の緑化目標

防火機能の向

ともに進める

おけるシンボ

の緑化 

把握と指導 

Ｒ 

ーダーの育成

の育成 

の創設の検討

り 

制づくり 

トの実施 

推進 

用 

への応募 

発 

顔づくり 

緑化 

駅周辺の緑化

 

の整備 

間の整備 

 

放 

 

上 

緑化 

ルツリーや
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化 

ビオトープのの設置 



 

 

●協働

大山崎

行政だけ

ります。

り、緑を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
●計画

 本計画

また、

と見直し

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

・緑の

・住民

・協働

編集

大

〒

電

による緑の

崎町の緑のま

けではなく、住

 そのため、

を守り、創り

の進行管理

画は、PDCA

目標年次を

しを行います

行
のまちづくり

民と事業者に

働体制の構築

協働 

・発行 

山崎町 

〒618-8501 

電話：075-9

のまちづく

まちづくりを

住民や事業者

、住民、事業

り、育んでい

理 
A サイクルに

を平成 37 年

す。また、平

・身

・地

行政 
り意識の普及

による取組の

築・強化   

●住

建設課 

京都府乙訓

56-2101 FA

H29～H3

り 
を推進してい

者といった地

業者、行政が

いくこととし

に基づいた展

年とし、緑の状

平成 32 年を

身近な緑の保

地域のボラン

・啓発  

支援 

など 

豊かな自

ともに緑を

住民、事業者

都市計画

訓郡大山崎町

AX：075-956

32 

計画期

7 

いくためには

地域に関わる

が、それぞれ

します。 

展開を目指し

状況、社会情

をめどに中間

住民 

保全・緑化・

ンティア活動

など

然と共生す

を守り、創り

協働 

者、行政の協

画係 

町字円明寺

6-0131 

中間評価

・施策の

期間（H29～

は、社会・経済

る様々な主体

れが持ってい

します。 

情勢の変化、

間評価を行い

育成  

動への参画 

ど  

るため、 

り、育もう

・敷地内の

・地域住民

   

協働イメージ

小字夏目３

H

価 

の実施状況

～H37） 

済環境が大き

体がそれぞれ

いる特色を活

法制度の改

います、 

事業
の緑など小さ

民と連携した

     

ジ● 

番地 

H33～H37 

きく変化して

れの役割を担

活かしながら

改正などを配

業者 
さな緑の保全

た緑の活動へ

  など 

協働 

7 

ていく中で、

担う必要があ

ら、協働によ

配慮して評価

全と緑化 

への参画 

あ

よ

価


